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題字　今井 敬氏

新

い
し

顔

新

い
し

顔
A New Face

前3月期

ス
テ
ン
レ
ス
一
貫
2
社
減
収

市
場
悪
化
、受
注
減
響
く

ＪＦＥＨＤ

2
年
ぶ
り
黒
字
2000
億
円

事
業
利
益

今
期
予
想

鉄
鋼
部
門
が
回
復

佐
藤
商
事
が
減
収
減
益

前
期
、鉄
鋼
売
上
高
16
％
減

深
穴
加
工
ド
リ
ル
発
売

不
二
越
、タ
ッ
プ
も
拡
充 2021年

3月期

管
材
類
は
低
調

機
器
・
工
具
の

営
業
益
18
％
増

雨
水
排
水
・
防
水

関
連
製
品
が
減
少

建
築
資
材
事
業

売
上
高
9
％
減

中
計
目
標
達
成
に
連
動

株
式
報
酬
制
度

一
部
改
定
へ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
H
D

Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
に

グ
リ
ー
ン
水
素
活
用

A
・
ミ
ッ
タ
ル
な
ど
12
社

自
社
株
取
得
枠
設
定

自
社
株
取
得
枠
設
定

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

ス
テ
ン
レ
ス
専
業
一
貫
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
、
日
本
冶
金
工

業
の
2
0
2
1
年
3
月
期
決
算
が
7
日
に
出
そ
ろ
っ
た
。
前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
影
響
で
経
済
活
動
が
停
滞
し
、
中
国
な
ど
一
部
エ
リ
ア
を
除

い
て
国
内
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
悪
化
。下
期
は
需
要
が
徐
々
に
回
復
し
た
も
の
の
、

通
期
で
は
受
注
、
出
荷
と
も
に
数
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
前

期
比
で
売
上
高
は
2
社
と
も
に
減
収
。
経
常
損
益
は
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
が
赤
字

に
転
落
し
、
日
本
冶
金
工
業
は
減
益
と
な
っ
た
。

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
（
単

独
）
は
売
上
高
が
前
期
比

18
・
1
％
減
の
3
0
3
5

億
4
3
0
0
万
円
、
営
業

損
益
は
33
億
4
2
0
0
万

円
の
赤
字
（
前
期
は
42
億

1
7
0
0
万
円
の
利
益
）、

経
常
損
益
は
20
億
8
9
0

0
万
円
の
赤
字
（
同
55
億

5
4
0
0
万
円
の
利
益
）、

当
期
純
損
益
は
3
0
2
億

9
1
0
0
万
円
の
赤
字

（
同
1
億
1
1
0
0
万
円

の
赤
字
）
と
な
っ
た
。

前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
上
期
の
収
益
は
大

幅
に
悪
化
。
下
期
は
鋼
材

出
荷
量
が
回
復
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
収
益
改
善
策

の
固
定
費
削
減
効
果
が
出

て
、
低
価
法
適
用
に
伴
う

簿
価
切
り
下
げ
影
響
を
脱

却
す
る
な
ど
、
収
益
が
改

善
し
た
。
た
だ
上
期
の
落

ち
込
み
が
大
き
く
響
き
、

通
期
赤
字
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
最
適
生
産
体
制
構

築
に
向
け
た
衣
浦
製
造
所

を
中
心
と
し
た
減
損
損
失

と
設
備
撤
去
費
用
な
ど

で
、
合
計
2
9
2
億
円
の

特
別
損
失
を
計
上
し
て
い

る
。鋼

材
出
荷
数
量
（
単
独

ベ
ー
ス
）は
前
期
比
17
％
、

22
万
㌧
減
の
1
0
7
万
3

0
0
0
㌧
。
平
均
価
格
は

同
4
0
0
0
円
安
の
ト
ン

当
た
り
28
万
3
0
0
0

円
。
自
己
資
本
比
率
は
同

0
・
9
㌽
上
昇
の
46
・
9

％
、
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ
は
前

年
同
期
の
0
・
60
倍
か
ら

0
・
48
倍
に
低
下
し
て
い

る
。22

年
3
月
期
の
見
通
し

は
非
公
表
。
経
常
損
益
は

上
期
、
下
期
と
も
に
前
下

期
実
績
（
73
億
2
9
0
0

万
円
）
と
同
額
水
準
の
確

保
を
目
指
す
。
鋼
材
出
荷

数
量
は
上
期
、
下

期
と
も
に
前
下
期

実
績
（
59
万
5
0

0
0
㌧
）
を
上
回

る
と
み
て
お
り
、

通
期
1
2
0
万
㌧

以
上
を
見
込
む
。

日
本
冶
金
工
業

（
連
結
）
は
売
上

高
が
前
期
比
17
・

5
％
減
の
1
1
2

4
億
8
2
0
0
万

円
、
営
業
利
益
は

同
21
・
6
％
減
の

61
億
4
5
0
0
万

円
、
経
常
利
益
は

同
21
・
3
％
減
の

49
億
9
0
0
0
万

円
、
当
期
純
利
益

は
同
29
・
3
％
減

の
37
億
6
4
0
0
万
円
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
影
響
を
受
け
、
販
売

数
量
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
で
減
収
減
益
と
な
っ

た
。連

結
営
業
利
益
の
内
訳

は
前
期
比
で
販
売
価
格
上

昇
が
4
億
円
、
原
料
価
格

下
落
で
24
億
円
、
販
売
管

理
費
な
ど
そ
の
他
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
で
12
億
円
が
プ
ラ

ス
要
因
。
一
方
、
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
の
販
売
量
減
少

で
30
億
円
、
高
機
能
材
販

売
量
減
少
で
19
億
円
、
関

係
会
社
他
で
8
億
円
が
マ

イ
ナ
ス
要
因
に
な
り
、
差

し
引
き
17
億
円
の
減
益
と

な
っ
た
。

販
売
数
量
は
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
板
が
同
3
万
3
0
0

0
㌧
減
の
15
万
3
0
0
0

㌧
。
高
機
能
材
は
同
8
0

0
0
㌧
減
の
3
万
8
0
0

0
㌧
。
一
般
材
の
販
売
単

価
は
同
3
0
0
0
円
高
の

ト
ン
当
た
り
34
万
1
0
0

0
円
。

22
年
3
月
期
は
前
期
比

増
収
増
益
の
見
通
し
。
販

売
数
量
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

板
が
18
万
8
0
0
0
㌧
、

高
機
能
材
は
4
万
3
0
0

0
㌧
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
を

見
込
む
。
一
般
材
の
販
売

単
価
は
同
5
万
3
0
0
0

円
高
の
39
万
4
0
0
0
円

を
予
想
。
原
料
を
は
じ
め

コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
も
の

の
、
販
売
数
量
増
加
と
販

価
引
き
上
げ
で
営
業
増
益

と
な
る
見
通
し
だ
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
7
日
、
2
0
2
2

年
3
月
期
の
連
結
事
業
利

益
予
想
を
2
0
0
0
億
円

と
発
表
し
た
。
2
年
ぶ
り

に
黒
字
化
す
る
。
鉄
鋼
事

業
の
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は

1
4
0
0
億
円
（
前
期
は

6
5
4
億
円
の
損
失
）
と

3
年
ぶ
り
に
黒
字
化
を
見

込
む
。
鋼
材
需
要
回
復
に

伴
う
数
量
増
、
輸
出
中
心

の
市
況
上
昇
な
ど
を
織
り

込
む
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

単
独
の
粗
鋼
は
2
6
5
0

万
㌧
を
想
定
。
ウ
ェ
ブ
会

見
し
た
寺
畑
雅
史
副
社
長

は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

活
用
し
て
12
月
に
再
開
を

予
定
す
る
西
日
本
製
鉄
所

倉
敷
地
区
第
4
高
炉
を
速

や
か
に
立
ち
上
げ
、
生
産

量
上
乗
せ
を
狙
う
ほ
か
、

販
価
改
善
を
進
め
る
考
え

を
示
し
た
。

21
年
度
の
鉄
鋼
事
業
は

前
期
比
2
0
5
4
億
円
の

増
益
を
見
込
む
。
コ
ス
ト

削
減
で
3
0
0
億
円
、
数

量
・
構
成
で
7
0
0
億
円
、

販
価
・
原
料
で
1
5
0
億

円
に
棚
卸
資
産
評
価
差
な

ど
で
9
0
0
億
円
を
想
定
。

内
外
の
需
要
回
復
を
追
い

風
に
収
益
を
確
保
す
る
。

寺
畑
副
社
長
は
海
外
の
鋼

材
市
況
が
下
期
以
降
調
整

に
入
る
と
保
守
的
に
想
定

し
て
お
り
、
市
況
次
第
で

は
上
ぶ
れ
要
因
と
し
た
。

20
年
度
の
鉄
鋼
事
業
セ

グ
メ
ン
ト
は
前
期
比
5
6

7
億
円
悪
化
し
た
。
1
0

0
0
億
円
の
コ
ス
ト
削

減
、
販
価
・
原
料
で
20
億

円
の
増
益
要
因
も
数
量
・

構
成
で
1
0
4
0
億
円
、

棚
卸
資
産
評
価
差
で
40
億

円
な
ど
減
益
要
因
が
上
回

っ
た
。
単
独
鋼
材
出
荷
は

2
0
4
9
万
㌧
（
前
期
は

2
3
4
7
万
㌧
）、輸
出
比

率
は
42
・
3
％
（
同
41
・

5
％
）
だ
っ
た
。

20
年
度
の
セ
グ
メ
ン
ト

利
益
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
事
業
が
2
4
0
億
円

（
前
期
は
2
3
1
億
円
）、

商
社
事
業
は
2
0
0
億
円

（
同
2
7
0
億
円
）
だ
っ

た
。
エ
ン
ジ
は
国
内
の
鋼

構
造
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
需

要
が
堅
調
だ
っ
た
が
、
商

社
は
上
期
の
不
振
が
響
い

た
。
21
年
度
は
エ
ン
ジ
が

2
5
0
億
円
、
商
社
が
2

7
0
億
円
へ
の
増
益
を
見

込
む
。

20
年
度
の
工
事
ベ
ー
ス

の
設
備
投
資
は
3
4
2
3

億
円
（
前
年
は
3
9
1
3

億
円
）、減
価
償
却
は
2
3

6
3
億
円
（
同
2
3
1
5

億
円
）
だ
っ
た
。
当
期
利

益
は
2
年
連
続
の
赤
字
だ

が
、
配
当
は
期
末
で
1
株

10
円
、
年
間
10
円
と
前
期

比
10
円
減
と
す
る
。
21
年

度
は
3
年
ぶ
り
の
黒
字
化

を
見
込
み
、
配
当
予
想
は

未
定
と
し
た
。

―
―
中
期
計
画
の
目
玉
の

政
策
は
。

「
鉄
鋼
事
業
で
は
量
か
ら

質
へ
の
転
換
を
初
め
て
打
ち

出
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
と
し
て
粗
鋼
3
0

0
0
万
㌧
体
制
、
世
界
で
5

0
0
0
万
㌧
と
い
う
目
標
を

立
て
て
い
た
。
2
点
目
は
電

磁
鋼
板
。
最
高
の
技
術
と
し

て
大
事
に
し
て
き
た
が
、
イ

ン
ド
で
Ｊ
Ｓ
Ｗ
ス
チ
ー
ル
と

合
弁
で
の
生
産
を
検
討
す

る
。
Ｊ
Ｓ
Ｗ
と
21
年
度
内
を

め
ど
に
事
業
性
を
検
証
し
て

い
る
段
階
だ
」

―
―
な
ぜ
イ
ン
ド
か
。

「
方
向
性
電
磁
鋼
板
の
最

先
端
の
技
術
を
共
用
す
る
相

手
と
し
て
、
持
ち
分
法
適
用

会
社
の
Ｊ
Ｓ
Ｗ
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
需
要
地
で
あ
る
こ

と
。
現
地
生
産
で
イ
ン
ド
市

場
を
席
巻
で
き
る
と
み
て
い

る
」―

―
鉄
鋼
事
業
を
量
か
ら

質
に
転
換
す
る
。
福
山
・
倉

敷
地
区
の
設
備
投
資
は
。

「
構
造
改
革
の
中
、
東
日

本
製
鉄
所
京
浜
地
区
が
高
炉

を
停
止
す
る
。
西
日
本
の
役

割
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
あ

る
程
度
の
投
資
を
行
い
な
が

ら
進
め
る
」

―
―
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
つ
い

て
。「

2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
は
必

須
。
発
表
し
た
24
年
度
末
の

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
13
年
度
比

18
％
削
減
と
い
う
の
は
積
み

上
げ
た
数
字
だ
。
実
行
可
能

な
目
標
値
を
出
す
べ
き
と
の

考
え
で
、
中
期
ご
と
に
実
行

可
能
な
数
値
目
標
を
出
す
よ

う
変
わ
っ
て
い
き
た
い
。
で

き
れ
ば
20
％
を
大
き
く
上
回

る
数
字
を
出
す
の
が
使
命
と

考
え
て
い
る
」

―
―
投
資
額
の
イ
メ
ー
ジ

を
。「

30
年
ま
で
に
研
究
開
発

投
資
と
し
て
1
0
0
0
億
円

は
必
要
。
政
府
資
金
な
ど
も

仰
ぎ
な
が
ら
、
研
究
開
発
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
個
社

と
し
て
相
応
の
負
担
を
し
な

が
ら
、
世
界
で
生
き
残
る
た

め
に
は
必
要
だ
」

―
―
Ｇ
Ｘ
（
環
境
投
資
）

で
3
4
0
0
億
円
の
う
ち
鉄

鋼
事
業
で
1
6
0
0
億
円
、

エ
ン
ジ
で
1
3
0
0
億
円
。

具
体
的
に
は
。

「
鉄
鋼
は
4
9
0
億
円
を

投
じ
て
倉
敷
で
無
方
向
性
電

磁
鋼
板
の
設
備
増
強
を
行

う
。
Ｃ
Ｏ
2
を
18
％
削
減
す

る
た
め
の
投
資
と
し
て
5
0

0
億
円
程
度
は
か
か
る
。
Ｊ

Ｓ
Ｗ
と
の
投
資
、
洋
上
風
力

発
電
向
け
の
大
単
重
厚
板
製

造
の
た
め
の
投
資
。
エ
ン
ジ

事
業
に
お
け
る
モ
ノ
パ
イ
ル

（
基
礎
構
造
）の
製
造
設
備
、

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
投
資
な
ど

だ
」―

―
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
高
炉
は
グ
ル
ー
プ
の
高
炉

で
実
施
す
る
の
か
。

「
ま
だ
初
期
的
な
実
験
段

階
で
実
機
段
階
ま
で
進
ん
で

い
な
い
。
27
年
ま
で
に
プ
ロ

セ
ス
原
理
実
証
を
行
う
」

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
利
益
を
生
ま
な
い
が
。

「
世
界
の
潮
流
と
し
て
そ

れ
に
向
か
わ
な
い
企
業
は
生
き

残
っ
て
い
け
な
い
と
思
う
。
か

か
る
コ
ス
ト
は
誰
が
負
担
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
。

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
み
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
成
り
立
た
な

い
。
国
が
総
が
か
り
で
行
う
中

国
だ
け
は
例
外
だ
が
」

―
―
鉄
鋼
事
業
に
つ
い
て
。

21
年
度
は
1
4
0
0
億
円
の
利

益
目
標
だ
が
、
24
年
度
中
計
で

2
3
0
0
億
円
と
し
た
理
由
を
。

「
現
状
の
世
界
の
鉄
鋼
市
場

の
価
格
体
系
は
恒
常
的
な
の
か

疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
世
界
は

同
一
市
場
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
は
な
か
っ

た
。現
状
が
異
常
な
の
か
、こ
う

い
う
価
格
体
系
ま
で
来
て
し
ま

っ
た
の
か
見
極
め
が
難
し
い
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
や
や
異
常
な

の
で
は
と
思
う
。
24
年
を
見
越

し
た
時
に
世
界
の
市
場
が
ど
ん

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。
現

状
が
続
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、

こ
う
い
う
収
益
状
況
で
は
な
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
」

製
薬
会
社
の
営
業
を
経

て
、
90
年
に
旧
川
鉄
建
材
工

業
に
入
社
。「
新
製
品
の
採
用

比
率
を
高
め
て
収
益
を
確
保

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
る
。

北
陸
・
九
州
・
大
阪
支
店

な
ど
で
、
営
業
を
一
貫
し
て

担
当
。
関
東
の
管
掌
は
初
と

な
る
が
「
今
年
後
半
に
は
大

型
案
件
の
山
積
み
が
あ
り
、

ま
ず
は
安
定
供
給
に
注
力
す

る
。
さ
ら
に
鋼
材
価
格
も
上

が
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
き

っ
ち
り
と
適
正
価
格
で
の
供

給
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
む
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
。
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

1
日
1
万
歩
を
目
標
と
し
て

い
る
。近
大
商
経
卒
。
59
歳
、

兵
庫
県
出
身
。

（
加
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
連
携

し
「
商
品
の
競
争
力
を
強
化

し
た
い
」
と
抱
負
。
旧
川
崎

製
鉄
に
入
社
し
、
建
材
畑
を

中
心
に
歩
ん
で
き
た
。
印
象

に
残
る
仕
事
は
30
代
に
ロ
ー

ル
コ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｒ
）
の
普

及
販
売
に
携
わ
っ
た
時
で

「
社
内
外
の
人
脈
形
成
に
つ

な
が
っ
た
ほ
か
、
業
務
の
幅

が
広
が
っ
た
」と
懐
か
し
む
。

4
月
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
へ
赴

任
し
た
が
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
に
在
籍
時
も
親
交
が
あ
り

「
一
つ
一
つ
の
仕
事
を
真
面

目
に
取
り
組
む
印
象
は
変
わ

ら
ず
、ほ
ぼ
イ
メ
ー
ジ
通
り
」

と
語
る
。
座
右
の
銘
は
誠
心

誠
意
。
最
近
の
余
暇
は
家
族

と
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
勤
し

む
。
京
大
院
卒
。
58
歳
、
大

阪
府
出
身
。

（
加
）

自
身
の
経
験
を
振
り
返
り

「
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
新
し

い
商
品
を
作
る
の
は
非
常
に

達
成
感
を
感
じ
る
。
さ
ら
に

設
備
を
立
ち
上
げ
た
時
の
瞬

間
、
喜
び
は
何
事
に
も
代
え

が
た
い
」
と
強
調
。「
現
状
維

持
は
衰
退
と
一
緒
」と
捉
え
、

神
戸
工
場
長
と
し
て
現
場
の

効
率
化
や
技
術
者
育
成
に
注

力
す
る
方
針
だ
。

旧
日
本
鋼
管
に
入
社
し
、

配
属
は
福
山
製
鉄
所（
現
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日
本
製
鉄

所
福
山
地
区
）だ
っ
た
。
福

山
で
は
厚
板
工
場
長
・
部
長

を
担
当
す
る
な
ど
、
厚
板
の

製
造
に
精
通
し
「
新
し
い
設

備
を
入
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
を
肌
身
で
感
じ
て
き
た
」。

趣
味
は
旅
行
や
お
酒
、
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
。
東
北
大
工
卒
。

57
歳
、
富
山
県
出
身
。（
加
）

新
社
会
人
の
季
節
で
あ
る
。

私
は
一
九
七
〇
年
三
月
三
十
一

日
大
学
紛
争
で
遅
れ
た
卒
業
式

を
終
え
た
そ
の
足
で
、
初
め
て

新
幹
線
に
乗
っ
て
東
京
か
ら
大

阪
に
向
か
っ
た
。
翌
日
か
ら
住

友
金
属
本
社
で
の
入
社
式
、
続

い
て
本
社
研
修
。
二
週
間
後
配

属
先
の
尼
崎
の
鋼
管
製
造
所
で

現
場
実
習
。
真
夜
中
働
い
て
い

る
夜
勤
に
び
っ
く
り
、
作
業
実

習
で
の
文
鎮
づ
く
り
で
は
鉄
玉

を
溶
接
し
た
も
の
の
、
寮
に
持

ち
帰
っ
た
ら
ポ
ロ
リ
と
落
ち
る

体
た
ら
く
。
な
ん
と
か
現
場
実

習
を
終
え
て
七
月
に
配
属
。
な

ん
と
経
理
課
。
恐
る
恐
る
指
導

員
に
連
れ
ら
れ
課
長
に
挨
拶
。

眉
間
に
シ
ワ
、
ギ
ョ
ロ
ッ
ト
し

た
目
、
と
こ
ろ
が
そ
の
出
で
立

ち
は
、
兵
隊
帽
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ャ
ツ
、
汚
い
手
ぬ
ぐ
い
を
椅

子
に
巻
き
付
け
て
い
る
。「
成
瀬

で
す
」。特
に
訓
示
な
し
。
ち
ょ

っ
と
〝
は
に
か
ん
だ
〞
よ
う
に

も
見
え
た
。
こ
の
森
欣
一
課
長

（
通
称
モ
リ
キ
ン
）
の
下
で
働

く
よ
う
に
な
っ
た
。「
プ
ロ
に
な

れ
」「
給
料
分
働
け
」
が
口
癖
、

所
内
一
の
論
客
だ
が
、
ア
フ
タ

ー
5
は
一
切
問
わ
ず
、
長
髪
も

お
咎
め
な
し
、
そ
し
て
雑
学
の

大
家
。あ
る
朝
会
社
に
行
く
と
、

「
成
瀬
君
今
日
は
何
の
日
だ
」

「
え
っ
、
二
月
二
十
六
日
？
あ

あ
二
・
二
六
事
件
で
す
ね
。
僕

の
卒
論
は
北
一
輝
で
す
よ
」
何

か
言
い
た
そ
う
で
あ
っ
た
が

「
そ
う
か
」
と
一
言
。
そ
の
う

ち
女
性
か
ら
は
贔
屓
さ
れ
て
い

る
と
羨
ま
し
が
れ
、
い
つ
の
間

に
か
第
二
の
オ
ヤ
ジ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

一
方
、
仕
事
の
方
は
と
言
う

と
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
は
唯
物

史
観
に
立
っ
た
日
本
現
代
史
、

𠮷
本
隆
明
や
三
島
由
紀
夫
と
い

っ
た
偏
向
的
読
書
、
六
法
全
書

す
ら
読
ん
だ
事
も
な
く
、
ま
し

て
や
簿
記
や
会
計
な
ど
全
く
の

無
知
。
簿
記
の
本
を
渡
さ
れ
て

も
居
眠
り
ば
か
り
、
貸
借
対
照

表
を
見
て
も
何
を
貸
し
何
を
借

り
て
い
る
の
か
チ
ン
プ
ン
カ
ン

プ
ン
。
し
か
し
、
会
社
に
は
そ

ん
な
ボ
ン
ク
ラ
の
為
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
昔

は
今
と
違
っ
て
手
作
業
で
あ

る
。
ゴ
ム
判
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど

お
り
勘
定
科
目
を
押
し
て
数
字

を
書
け
ば
な
ん
と
か
な
る
。
何

か
月
か
繰
り
返
す
う
ち
に
、
現

金
で
原
料
を
買
う
と
、
現
金
が

右
の
貸
方
に
来
て
原
料
が
左
の

借
方
に
等
価
で
来
る
、
原
料
を

使
う
と
右
に
来
て
等
価
で
左
に

半
製
品
が
来
る
。
そ
し
て
原
料

は
消
え
る
。
何
と
こ
れ
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
滅
の
法
則
。
複
式
簿

記
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
の
法
則

と
見
つ
け
た
り
！
そ
れ
も
振
替

伝
票
を
た
ど
れ
ば
全
て
の
事
業

活
動
が
解
る
。
そ
う
だ
、
俺
は

住
友
金
属
鋼
管
製
造
所
の
歴
史

の
記
述
者
で
あ
る
。

こ
う
し
て
仕
事
に
も
馴
染

み
、
風
変
わ
り
な
モ
リ
キ
ン
課

長
の
お
か
げ
で
、
世
間
知
ら
ず

の
、
非
常
識
な
、
甘
ち
ゃ
ん
の

大
学
生
が
社
会
人
へ
と
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
出
来
た
の
で
あ

る
。
級
友
た
ち
か
ら
会
社
勤
め

は
三
日
と
持
た
な
い
と
言
わ
れ

た
私
が
な
ん
と
半
世
紀
と
一
年

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
事
で
あ
る
。

佐
藤
商
事
が
7
日
に
発

表
し
た
2
0
2
1
年
3
月

期
連
結
決
算
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
景
気
悪
化
を
受
け

て
、
売
上
高
が
前
期
比
14

・
9
％
減
、
営
業
利
益
は

同
14
・
7
％
減
、
経
常
利

益
が
同
13
％
減
、
当
期
純

利
益
は
同
2
・
3
％
減
の

減
収
減
益
と
な
っ
た
。
年

間
配
当
金
は
43
円
と
し
た

（
前
期
は
43
円
）。

鉄
鋼
事
業
は
商
用
車
業

界
、
国
内
の
建
産
機
業
界

向
け
販
売
が
低
調
に
な

り
、
売
上
高
は
同
16
・
2

％
減
の
1
1
2
6
億
8
9

0
0
万
円
、
営
業
利
益
は

同
29
・
3
％
減
の
11
億
5

5
0
0
万
円
。

非
鉄
金
属
事
業
は
地
金

相
場
下
落
の
影
響
と
、
商

用
車
業
界
向
け
の
販
売
低

調
な
ど
で
、
売
上
高
は
同

14
・
3
％
減
の
2
4
9
億

3
0
0
万
円
、
営
業
利
益

は
同
57
・
1
％
減
の
1
億

2
3
0
0
万
円
。
こ
の
ほ

か
、
電
子
材
料
事
業
は
減

収
減
益
、
ラ
イ
フ
営
業
事

業
は
増
収
増
益
、
機
械
・

工
具
事
業
は
減
収
・
赤
字
、

営
業
開
発
事
業
は
増
収
・

減
益
と
な
っ
た
。

22
年
3
月
期
は
コ
ロ
ナ

影
響
が
不
透
明
な
が
ら
、

景
気
は
緩
や
か
に
回
復
す

る
と
想
定
。
通
期
業
績
は

前
期
比
で
増
益
を
見
込

み
、
年
間
配
当
予
想
は
増

配
の
48
円
。
第
二
次
中
期

経
営
計
画
の
2
年
目
に
あ

た
り
、
最
終
年
度
で
掲
げ

る
営
業
利
益
率
（
1
・
8

％
）、投
下
資
本
利
益
率

（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
、
4
・
0
％

以
上
）
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

達
成
を
目
指
す
。

不
二
越
は
こ
の
ほ
ど
、

超
硬
ラ
ウ
ン
ド
ツ
ー
ル

「
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
シ
リ

ー
ズ
」
と
表
面
処
理
を
施

し
た
タ
ッ
プ
「
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ

ｒ
Ｚ
タ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
」

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充

す
る
と
発
表
し
た
。

同
社
は
高
機
能
ド
リ
ル

と
タ
ッ
プ
を
販
売
し
て
い

る
。
長
寿
命
の
超
硬
ラ
ウ

ン
ド
ツ
ー
ル
「
ア
ク
ア
Ｒ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
ド
リ
ル
」
を
は
じ

め
、
オ
イ
ル
ホ
ー
ル
や
エ

ン
ド
ミ
ル
な
ど
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
し
、
ア
ク

ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
販
売
拡
大
を
進
め
て

い
る
。
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｚ
タ

ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
は
独
自
の

特
殊
表
面
処
理
を
施
し
た

タ
ッ
プ
で
、
ス
テ
ン
レ
ス

用
や
高
硬
度
鋼
用
な
ど
幅

広
い
用
途
を
用
意
し
て
い

る
。ア

ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ド
リ

ル
で
は
、
長

寿
命
や
高
能

率
、
多
用
途

の
特
長
は
そ

の
ま
ま
に
、

切
り
く
ず
排

出
性
を
さ
ら

に
高
め
、
直

径
の
7
倍
ま

で
の
深
穴
加
工
を
可
能
に

し
た
「
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

ド
リ
ル
セ
ミ
ロ
ン
グ
」
を

発
売
し
た
。
寸
法
範
囲
は

Ø
2
・
0
―
Ø
16
・
0
で

全
1
0
9
寸
法
を
用
意
す

る
。ア

ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ミ
ル

は
、
加
工
機
械
を
問
わ
ず

安
定
加
工
を
実
現
す
る
1

・
5
Ｄ
Ｇ
タ
イ
プ
を
追
加

す
る
。
寸
法
範
囲
は
Ø
1

・
0
―
Ø
20
・
0
で
全
20

寸
法
を
用
意
。

Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｚ
タ
ッ
プ

で
は
、
高
硬
度
鋼
や
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
な
ど
の
被
削

材
に
対
応
す
る
「
Ｈ
ｙ
ｐ

ｅ
ｒ
Ｚ
ロ
ー
ス
パ
イ
ラ
ル

タ
ッ
プ
」
に
、
大
径
寸
法

を
追
加
。
既
存
商
品
の
寸

法
は
Ｍ
3
―
Ｍ
12
だ
が
、

新
た
に
Ｍ
14
―
Ｍ
24
を
加

え
た
。

橋
本
総
業
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

売
上
高
2
・
3

％
減
、
経
常
利
益
3
・
4

％
増
と
減
収
増
益
。
管
材

類
は
住
宅
分
野
の
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
の
需
要
減
と
非

住
宅
分
野
の
設
備
投
資
減

な
ど
で
低
調
だ
っ
た
。
セ

グ
メ
ン
ト
利
益
は
6
・
3

％
減
の
47
億
3
1
0
0
万

円
。
同
売
上
高
は
9
・
6

％
減
の
3
8
2
億
1
0
0

万
円
。

22
年
3
月
期
の
配
当
予

想
を
1
株
5
円
増
配
と
す

る
。
創
業
1
3
0
周
年
を

記
念
し
中
間
期
末
を
33
円

（
記
念
配
当
3
円
含
む
）、

期
末
を
32
円
（
同
2
円
含

む
）
と
し
合
計
65
円
を
予

定
す
る
。

フ
ル
サ
ト
工
業

機
器

・
工
具
部
門
は
、
四
半
期

ご
と
段
階
的
に
回
復
傾
向

を
見
せ
、
営
業
利
益
は
収

益
性
の
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
事
業
の
売
上
鈍
化
、
人

件
費
の
一
時
的
な
増
加
な

ど
で
1
―
3
月
は
25
・
3

％
減
と
な
っ
た
が
、
通
期

で
は
18
・
8
％
増
。
機
械

・
設
備
部
門
は
、
売
上
高
、

営
業
利
益
と
も
に
下
期
は

回
復
傾
向
。
建
築
・
配
管

資
材
部
門
は
、
売
上
減
と

売
上
総
利
益
率
の
低
下
が

影
響
し
、
大
幅
減
益
。

カ
ネ
ソ
ウ

主
要
な
市

場
で
あ
る
建
設
関
連
業
界

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を

受
け
減
収
減
益
に
転
じ

た
。
外
構
、
街
路
関
連
工

事
の
低
位
を
背
景
と
し

て
、
主
力
の
雨
水
排
水
・

防
水
関
連
製
品
が
減
少
。

防
災
関
連
製
品
受
注
も
工

事
減
少
で
低
調
に
推
移
し

た
。

タ
キ
ロ
ン
シ
ー
ア
イ

建
築
資
材
事
業
部
門
は
、

主
力
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー

ト
製
採
光
建
材
お
よ
び
住

設
資
材
、
サ
イ
ン
事
業
、

床
・
建
装
事
業
な
ど
が
大

き
く
減
少
し
、
部
門
売
上

高
は
前
年
同
期
比
9
・
0

％
減
少
。
環
境
資
材
事
業

部
門
は
、
災
害
復
興
需
要

や
更
生
管
事
業
は
堅
調
に

推
移
、
ハ
ウ
エ
ル
管
の
大

型
物
件
へ
の
販
売
好
調

で
、
部
門
売
上
高
は
横
ば

い
、
部
門
利
益
は
同
68
・

7
％
増
と
大
き
く
伸
長
し

た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
7
日
、
同
日
開
催

の
取
締
役
会
で
同
社
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
商
事
の
取
締
役
と
執

行
役
員
を
対
象
と
す
る
中

長
期
業
績
に
連
動
す
る
株

式
報
酬
制
度
を
一
部
改
定

す
る
こ
と
を
決
議
、
同
社

取
締
役
に
対
す
る
株
式
報

酬
制
度
の
一
部
改
定
議
案

を
6
月
25
日
開
催
予
定
の

第
19
回
定
時
株
主
総
会
に

付
議
す
る
と
発
表
し
た
。

同
社
の
株
式
報
酬
制
度

は
「
株
式
給
付
信
託
（
Ｂ

Ｂ
Ｔ
」
を
活
用
し
て
き
た

が
、
第
7
次
中
計
の
目
標

達
成
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

と
し
、
同
制
度
を
一
部
改

定
、継
続
し
た
い
意
向
だ
。

改
定
は
対
象
期
間
を
1

事
業
年
度
か
ら
5
事
業
年

度
の
間
で
適
切
に
設
定
、

信
託
に
拠
出
す
る
金
銭
の

上
限
、
信
託
が
取
得
し
、

給
付
の
対
象
と
な
る
当
社

株
式
数
の
上
限
の
改
定
、

一
部
文
言
を
修
正
し
た
。

【
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

ロ
イ
タ
ー
時
事
】
鉄
鋼
世

界
最
大
手
ア
ル
セ
ロ
ー
ル

・
ミ
ッ
タ
ル
や
三
菱
重
工

業
、英
オ
ラ
ン
ダ
系
石
油

大
手
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・

シ
ェ
ル
な
ど
12
社
が
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
企
業
連
合
）

を
形
成
し
、水
素
を
活
用

し
て
製
造
過
程
で
生
ま
れ

る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
2
）

の
排
出
削
減
に
共
同
で
取

り
組
む
こ
と
が
26
日
、分

か
っ
た
。関
係
企
業
幹
部

2
人
が
明
ら
か
に
し
た
。

▽
日
本
冶
金
工
業
＝
15

万
7
0
0
0
株
、
2
億
5

0
0
0
万
円
（
5
月
10
―

31
日
）

2021年3月期連結決算
（単位 :100万円、配当は円、中段は前期、下段は次期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当
佐藤商事
175,464 2,796 3,348 2,785 43

206,197 3,276 3,850 2,851 43

200,000 3,700 4,000 3,000 48

橋本総業ホールディングス
134,690 2,984 3,294 2,233 60

137,815 2,919 3,185 2,117 50

135,000 2,600 3,400 2,300 65

タキロンシーアイ
134,470 8,511 8,807 5,332 22

139,432 7,372 7,611 13,091 37

140,000 8,000 8,200 5,500 23

フルサト工業
89,478 2,778 3,116 1,93540.5

104,619 3,973 4,334 2,80858.5

ー ー ー ー ー

カネソウ（非連結）
6,496 185 147 85 150

7,614 569 526 353 150

7,000 400 410 275 150

ステンレス専業一貫メーカー2社の21年3月期決算
（単位：100万円、中段は前年同期、

下段は22年3月期予想）

社名 売上高 営業損益 経常損益 当期純損益

日鉄ステンレス
（単独）

303,543 ▼3342 ▼2089 ▼30,291
370,651 4,217 5,554 ▼111

― ― ― ―

日本冶金工業
（連結）

112,482 6,145 4,990 3,764
136,373 7,838 6,342 5,325
124,000 9,300 7,600 6,000

ＪＦＥＨＤ21年3月期連結決算
（単位 :億円、配当・単価は円、

粗鋼生産は万㌧）

21年
3月期

20年
3月期

22年
3月期予想

売上高 32,272 37,297 39,300

事業利益 ▼129 378 2,000

当期利益 ▼218 ▼1977 1,300

配当 10 20 ―

有利子負債 18,061 18,143 ―

粗鋼生産 2,276 2,673 2,650

平均単価 74,800 78,800 ―

※粗鋼生産・平均単価はＪＦＥスチールの数値

社会人へソフトランディング

新報国製鉄社長

成瀬 正氏

日刊産業新聞21.5.10

J
F
E
建
材（
取
締
役
）

まつした よしのり

松下義徳氏
建築建材商品営業部
大阪支店担当

ＪＦＥ新中計「質への転換」柿木社長一問一答

営
業
一
筋
、新
製
品
を
強
化

いなおか し ん や

稲岡真也氏
建築建材営業開発部長

電
磁
鋼
板
、国
内
外
で
強
化

4
面
に
人
事
異
動

建
材
畑
、商
品
力
高
め
る

炭
素
中
立
へ
環
境
投
資
3400
億
円

つりさき かつよし

釣崎勝義氏
神戸工場長

厚
板
に
精
通
、現
場
力
育
成

ア
ク
ア
R
E
V
O
セ
ミ
ロ
ン
グ


